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2023 年 2 月吉日      

京都大学 

株式会社 南信州観光公社 

Airbnb Japan 株式会社 

 
 

京都大学・南信州観光公社・Airbnb Japan による 

地方観光地活性化に関する産学連携共同研究の報告会 
〜シェアリング・エコノミーを活用した地方創生型の観光地マーケティング手法と効果の共同研究〜 

 

開催日時：2023 年 3 月 3 日（金） 15:00〜17:20 

開催場所：ハイブリッドセミナー（オンラインと対面会場による講演会） 
対面会場：京都大学 法経東館 2 階法経 3 番教室 

オンライン：https://forms.gle/WBsYMqWCSd1KhyvR9 から要事前登録 
 

 

京都大学経営管理大学院観光経営科学コース（観光 MBA）は、2022 年度に     長野県飯田

市内および周辺地域での株式会社 南信州観光公社と Airbnb Japan 株式会社によるシェアリ

ング・エコノミーを活用した地方創生型の観光地マーケティング手法とその効果について     

共同研究を実施、     この度その成果を報告するセミナーをハイブリッドで行います。 

 

     飯田市の佐藤健市長と Airbnb Japan 株式会社     田邊泰之代表取締役から     、地方観光

の活性化による第二のふるさとづくりと、地方観光における     シェアリング・エコノミーの

果たす役割について講演とディスカッションを行います。また     、京都大学観光 MBA らに

よる共同研究の成果報告も合わせて実施します     。当報告会では、今後の地方観光地活性化

と第二のふるさとづくりに対する新たな提言を行う予定です。      

 
主な概要は、下記の通りです。 

 
Ⅰ．開催概要 
1. 日時：  令和 5 年 3 月 3 日（金）午後 3 時から 5 時 20 分 

2. 実施形態：ハイブリッドセミナー（オンラインと対面会場による講演会） 

3. 対面会場：京都大学 法経東館 2 階法経 3 番教室 

   住所：京都市左京区吉田本町 36 京都大学吉田本部構内 

   ※オンラインは下記ウェブサイトに登録されると ZOOM 情報を案内 
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4. 対象： 飯田市民、京都大学関係者、全国の観光協会・DMO、地方観光に関わる

事業関係者および一般の方 

5. 参加登録：参加希望者は事前（2 月 15 日から 3 月 2 日）にウェブ上

(https://forms.gle/WBsYMqWCSd1KhyvR9）にてご登録 

6．参加費： 無料 

7．内容： 

 下記の講演及び提言報告を行います。 

①講演 1：飯田市佐藤健市⾧「飯田市での観光を通じた第二のふるさとづくり」 

②講演 2：Airbnb Japan 株式会社 代表取締役 田邉泰之氏            

「Airbnb Japan での地方創生の取り組み」 

③提言：京都大学若林直樹教授、観光 MBA 学生よりシェアリング・エコノミ

ーを活用した天龍峡エリアを題材とした地方観光地活性化の提言 

8. 主な成果：  

飯田市天龍峡エリアでの調査研究に基づき、第２のふるさとづくりに有効な観光

地マーケティングの手法と効果の提言  
 
Ⅱ.プログラム 

 司会：谷口紀泰     （Airbnb Japan 株式会社 事業開発部 部長） 

 

１．開会挨拶 若林直樹（京都大学教授） 

２．第二のふるさとづくりとしての地方観光地活性化  

・基調講演１ （オンライン講演） 

 佐藤健      飯田市長 「飯田市での観光を通じた第二のふるさとづくり」 

・基調講演２ （オンライン講演） 

 Airbnb Japan 株式会社     田邉 泰之代表取締役      「Airbnb Japan での地方創

生の取り組み」 

・パネル・ディスカッション（ハイブリッド）     （対面会場＋Zoom） 

  「観光を通じた第二のふるさとづくりとシェアリング・エコノミーの可能性」 

飯田市      佐藤健市長、     Airbnb Japan     田邉     泰之     、京都大学 若林直樹

教授 

３．シェアリング・エコノミーを活用した天龍峡エリアの活性化の提言 

京都大学経営管理大学院教授若林直樹、同観光 MBA 学生など 

 
＜トピック＞ 
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天龍峡のエリアマネジメント／農家民泊と顧客生涯価値／ツアーの作り出す顧客経験

／イベントと地方活性化／マラソンとスポーツ観光／インバウンド誘致／Z 世代によ

る SNS マーケティングなど 

 
４．講評 南信州観光公社・     高橋充社長      

 

Ⅲ．実施主体について 

＜株式会社南信州観光公社について＞ 

南信州は長野県の最南端に位置し、東に南アルプス西に中央アルプスがそびえ、南北に天

竜川が中央を貫く巨大な谷です。古くから東西の文化が交わる交通の要所で、交易の拠点と

して栄えてきました。愛知県、岐阜県、静岡県と接した豊かな自然に囲まれた地域です。旅

の個別化志向が鮮明になり、旅の質が問われ、「ほんものの感動」が求められています。南

信州観光公社は、体験型観光による旅の創造を提供・運営する組織として、2001 年 1 月に

設立しました。長野県南部の下伊那 14 市町村、上伊那 1 村と民間企業・団体が、上記の共

通の目的のもと参画しています。伊那谷の大自然とそこに生きる人々の協力、連携により

様々な分野での「ほんもの体験プログラム」コーディネートが、主な業務です。 

 
＜Airbnb （エアビーアンドビー）について＞ 

Airbnb のコミュニティは、2 人のホストがサンフランシスコの自宅に 3 人のゲストを迎えた

2007 年に生まれ、以来、ホスト数は 400 万人に増え、世界中のほぼすべての国と地域にわ

たる約 100,000 都市で、10     億人を超えるゲストをお迎えしてきました。Airbnb のホスト

は、今日もまたオリジナリティあふれる滞在とユニークな体験を提供しており、ゲストが心

のつながりと居心地の良さとともに世界を体験することを可能にしています。 
※「Airbnb」「エアビーアンドビー」「エアビー」の各名称およびロゴは Airbnb Inc.の登録商標です。 
 
＜京都大学経営管理大学院観光経営科学コースについて＞ 

京都大学は、1897 年に創設された国立の総合大学です。自由の学風を建学精神にして創

造的かつ実践的な教育研究を行っております。教職員数は約 5500 名で、学生は約 23000 名

となっており、累計で学部、修士課程で 30 万人余の卒業生、47000 人余の博士を学術分野

のみならず、産業界、官界など様々な分野に送りだし、活躍しています。 

 

経営管理大学院は、2006 年に京都大学に新規に開設された MBA 学位での専門職大学院と

なります。日本語の講義を中心とした国際的に認証された経営学修士（MBA）プログラムで

す。2018 年に「世界の観光都市・京都」において観光経営の高度化を狙いとした観光経営

科学コース（観光 MBA）をより開設しました。観光分野の公的機関や民間企業で働く方々を

対象にして、観光経営の高度化を進めるために設置されました。 

 
ホームページ：http://www.gsm.kyoto-u.ac.jp/ja/ 

           
Ⅳ．報道機関問い合わせ窓口 

京都大学経営管理大学院 

TEL:  075-753-3502 / E-Mail: kanko_event@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 


